
食料や物資はふだんから備蓄してないと

ちょうどコンビニに停めて、車
のサイドブレーキをかけた瞬間
に揺れ始めて、そのうちジェッ
トコースターに乗っているよう
な感じになりました。

直後でしたので、運良くコンビニに寄れて水とか
おにぎりとかパンとか、当面必要な食料を買うこ
とができました。コンビニは、お酒とかが割れて
床が水浸しで、お酒の臭いが混じったすごい臭い
がしました。

家に帰ったら既に停電していました。で、「ああ、
ポリタンクを買ってくるのを忘れたね」と言って、
慌ててまた買いに出たんですけど、「もう全部売
り切れました」と言われてしまいました。
もう水もすぐにとまっちゃうような感じでしたか
ら、ペットボトルの空いたのを一生懸命探して、
買ってきた水と冷蔵庫にあったお茶とかで、復旧
まで足りるのかなとすごく心配しました。
3年前の新潟県中越地震のときは水もガスも止まら
なかったので、「何とかなるだろう」と、容器と
かも全然そろえていなかったんですね。それが、
ガスも、水道も、電気も全部とまってしまったの
で、「私たちはどうなるんだろう」という感じで
した。
やはり、食料や必要な容器などは、ふだんから備
蓄しておかないといけないなと思いました。
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消臭の決め手はペットのトイレマット

自宅のトイレにゴミ袋を敷いて
用を足す簡易トイレを作りまし
た。これは近隣の高齢者の方か
ら「暮らしの知恵」として教え
ていただいたものです。この簡
易トイレのおかげで、いちいち
階下にある外の共有トイレにも
行かずに済みました。

しかし、最近は皆水洗トイレを使い、老いも若きも消臭
に気遣うような生活です。水洗トイレに慣れきった私た
ちにとっては、自分の汚物であっても我慢がなりません
でした。団地の自治会で、非常時用の消臭凝固剤をス
トックしていましたので、これを震災直後に各戸に配布
しました。しかし、これも底をついてしまった。何しろ、
３週間も下水道が使えない状況でしたから、そこまでの
備蓄は自治会でも想定していなかったのです。

団地公民館などに設置された簡易トイレでは、自宅のよ
うにゆっくりして使えるものでもなかったので、皆さん
それぞれ工夫をして、ペットのトイレマットやトイレ砂
の消臭を利用するようになりました。ペット用といえど
も消臭力は抜群で、人間の汚物も十分に処理してくれる
のです。何でも代用して使う知恵、これは近隣のお年寄
りにヒントをいただいたものです。日ごろから「暮らし
の知恵」「お年寄りの知恵」を自治会などでも共有して
いこうと思っています。
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自宅も職場も普段の備えが必要だと実感

平日の日中に発生したため、職
場や家にいる家族との連絡がな
かなかつかず不安な気持ちに
なったのが一番最初に思ったこ
とでした。
電車などの交通機関がすべて機
能しない状態で、当日は家に帰
ることができず余震の続くなか
職場で一晩を過ごしました。

電気・ガス・水道すべてストップした状態で、電話も混
線状態のなか情報を得るためにラジオをつけましたが、
普段使用しない単2電池の予備がなくていつ切れるか不安
でした。

今後のことを考えて、緊急時に使用する電気製品は比
較的買い置きが多い単3電池を使用できるものを選ぶか、
普段使わないタイプの電池でも買い置きをしておくべ
きだと思いました。

普段から飲み水はまとめて購入していたものの、今回の
ように長期的に水道が使用できなくなると非常に困るの
で、トイレに利用できる水をためておくことも必要だと
痛感しました。お風呂の水もすぐに捨てないで残してお
いたり、余震で停電があったときも、まずは水が出るう
ちにためることを優先するようになりました。

震災後、ガソリンの入手に困ったこともあり、最近はガソ
リンが残り半分になるとすぐに給油するようにしています。
今回の震災を経験して一番思うことは、備えておいて困る
ことはないということです。普段、疎かにしがちなことで
すが、いざというときに本当に困るのは自分です。自宅だ
けではなく、職場にもある程度の備えが必要だとも感じま
した。
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